
器具及び容器包装

器具・容器包装は，食品衛生法第18条に基づき、｢食品、添加物等の規格基

準(昭和34年厚生省告示第370号)｣により、規格が定められています。 国内

で製造・販売する製品は、この規格に適合しなくてはなりません。規格はガラ

ス・陶磁器・ホウロウ引き、合成樹脂、ゴム、金属缶など、材質ごとに定めら

れています。

器具とは

この法律で器具とは、飲食器、割ぽう具その他食品又は添加物の採取、製造、

加工、調理、貯蔵、運搬、陳列、授受又は摂取の用に供され、かつ、食品又は

添加物に直接接触する機械、器具その他の物をいいます。ただし、農業及び水

産業における食品の採取の用に供される機械、器具その他の物は、これを含み

ません。

容器包装とは

この法律で容器包装とは、食品又は添加物を入れ、又は包んでいる物で、食

品又は添加物を授受する場合そのままで引き渡すものをいいます。

・器具及び容器包装の規格基準

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000035338.pdf

